
１．事業目的 ・・・ ＩＴ利活用による地域情報化に関する調査・研究

地域経済の活性化の視点
地域経済活性化への取り組みは、“需要を増やし、生産性（地域としての）を高める”ことである。その中心にあるイノベーション

は、新たなビジネスモデルやマーケティングを前提としたものであり、各企業や自治体のイノベーションへの積極的な取り組み

（”創意工夫”）が重要である。

地域コミュニティの活性化の視点
地域において様々な社会問題が顕在化・深刻化する中で、地域自らが地域課題を認識・共有し、それらを自主的・主体的に解決

する力“地域共生力”の醸成・向上を図っていく必要がある。基盤となるのは、地域コミュニティの活性化であり、そのための施策

を実行していく（地域住民自らが課題解決していく）

２．事業概要と成果

地域コミュニティの情報化推進及び普及

講師による下記の５件のセミナー・勉強会を開催し、国内外のIT全般の技術動向及びIT利活用事例をテーマにミーティングを行った。

特に、地域創生・地域活性化に向けたデジタル化、及びDX推進に向けた取り組みについて調査・研究を行った。

① 「スマートシティにおける個人情報保護」

② 「会津若松市における自治体DX推進について」

③ 「陸前高田におけるデジタル化への取り組み」

④ 「DXによる経営改善 ビジネス展開の視点」

⑤ 「IoT/AI活用による地域活性化への貢献」


